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研究成果の概要（英文）：The new method to estimate the contribution of chlorophyll 
derivatives to oceanic organic carbon pool has been developed. In this method, chlorophyll 
molecule was converted to chlorine by chromic acid oxidation. The study using authentic 
chloropigments proved the quantitative estimation of derivatives. The decomposition 
experiments of chlorophyll were conducted using natural phytoplankton populations. 
Though chloropigments with fluorescence decomposed rapidly, the decomposition rate of 
chloropigments without fluorescence were low. Observation of in the East China Sea 
showed that the concentration of chloropigments without fluorescence was 20 times higher 
than that with fluorescence. However, the contribution of chlorophyll derivatives was about 
a few % to particulate organic carbon. The study on the dissolved chloropigments is 
necessary to elucidate the contribution to ocean organic carbon pool. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 2,000,000 0 2,000,000 
２０１１年度 1,100,000 330,000 1,430,000 
年度    
年度    
  年度    








研究期間： 2010～2011   
課題番号：22651003 
研究課題名（和文） クロロフィル派生物の海洋有機物プールにおける寄与―包括的分析手法
による検証                    
研究課題名（英文） Contribution of chlorophyll derivatives in ocean organic matter 
pool-evaluation by comprehensive method 
研究代表者 
























































































（２）クロロフィル a の分解過程 




















 2011 年 2 月 18 日－25 日に、東京大学研究
船淡青丸の航海の際、北緯 26－30 度、東経
124－128 度の海域の 5 測点において、各測
点 5 層から海水を採取した（図 1）。海水試料
は直ちにガラス繊維濾紙により濾過し、POM
と溶存態有機物（DOM）に分別した。 


































標品に含まれる EEMi 濃度と GC/MS により定
量された EEMi 濃度との比較から回収率を求
めると、36.1－39.7%と 3種類のクロロフィ 
ル a 関連物質で、ほぼ同等の値が得られた。 
 
 






























ロフィル a 派生物からの EEMi の生成、およ




 EEMiを含むクロリン環および HPLCにより 
定量が可能であったクロロフィル派生物
（HPLCクロロフィル：クロロフィル aおよび
6 種の派生物）の濃度変化を図 4に示す。 
2010 年 7 月の実験では、HPLC クロロフィ
ル濃度は明期培養期において 27μg/Lまで増 






















































物（第 2 画分）および 3部位が改変した化合
物（第 3 画分）に分けた。 




からは、まず第 1 画分の割合が増え、3 日か
ら 15 日にかけて、第 2 画分の割合が 15から
75%へと大きく増加した。この結果は、クロ
ロフィル aの化学構造の 1から 2部位の変化
が、1 から 2 週間程度の時間オーダーで生じ
ていることを示している。 









占め、全体の約 60%に達した。第 2 各文は明
期中にも 10%程度を占めており 3 日から 7 日
にかけて、30%程度に増加した。これと平行
し、第 3画分も 3日目から 7 日目にかけて大
きく増加した。 
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